
特 集

遠く離れたアフリカ大陸のザンビア共和国で、病気などで両親がいない子供

たちのお母さんとして活躍している、名取市出身の青木桜子（おうこ）さん。

昨年里帰り出産のために帰国した青木さんに、ザンビアでの生活や活動内容に

ついて伺いました。

Ｑ．滞在しているところはどこですか。

Ａ．５年間住んだチョングェ県カシンガを去年離れ、現在は首都ルサカに２

月から住んでいます。特 集
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Ｑ．滞在しているところはどこですか。

Ａ．５年間住んだチョングェ県カシンガを去年離れ、現在は首都ルサカに２

月から住んでいます。

Ｑ．日本からザンビアへの移動時間と時差を教えてください。

Ａ．香港と南アフリカ共和国のヨハネスブルグでのトランジットを含め、約２９時間、時差は７時間です。

Ｑ．どのような気候ですか。また特産物や見どころは何ですか。

Ａ．乾燥していて、暑過ぎもなく、寒過ぎもなく、過ごし易い気候です。見どころはビクトリアの滝です。

Ｑ．母国語は何ですか。

Ａ．７３の部族がおり、７４の言語があります。

Ｑ．交通の便はどうですか。また主な交通手段は何ですか。

Ａ．小型バスがいたるところに走っていますが、その他タクシーもあります。

Ｑ．日用品などの買い物は普段どのようなところでしますか。

Ａ．ルサカにはショッピングモールが２つあり、そこを利用したり、マーケットを利用したりします。

Ｑ．ザンビアの主食、郷土料理は何ですか。また好きな料理やこれは苦手だという食べ物があれば教えてください。

Ａ．主食はシマというトウモロコシの粉末を煮詰めたもので、レップという青菜や、サツマイモの葉、かぼちゃの

葉もとてもおいしいおかずです。ザンビアには海がないので、川魚やダムで捕れる魚も食べます。苦手な食べ物は

特になくて、衛生的であれば、何でも食べます。

Ｑ．ザンビアで暮らすようになった経緯を教えてください。
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全
国
で
お
よ
そ
二
百
十

人
の
外
国
人
登
録
者
が
い

日
本
の
総
人
口
に
対
す
る

人
の
比
率
で
表
わ
す
と
約

七
％
、
県
全
体
で
約
０
・

市
内
で
は
約
０
・
四
％
と

て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
そ
し
て
名
取
市

国
平
均
よ
り
人
数
も
比
率

回
っ
て
お
り
ま
す
が
、
結

ど
で
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

県
そ
し
て
名
取
市
で
暮
ら

い
く
方
が
多
く
、
そ
れ
な

難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い

が
現
状
で
す
。

例
え
ば
大
学
や
大
き
な

カ
ー
な
ど
の
企
業
を
有
す

方
で
は
外
国
人
の
数
も
多

一
定
の
地
域
に
ま
と
ま
っ

む
の
で
、
困
っ
た
こ
と
な

向
き
に
出
や
す
い
環
境
で

そ
の
一
方
、
そ
の
ほ
か
の

に
入
っ
て
い
る
外
国
人
な

第一部「多文化共生シンポジウム」のパネルディスカッションの様子。市内で活躍してい

る海外から来た住民の方などが今まで経験した出来事などを話しました

葉もとてもおいしいおかずです。ザンビアには海がないので、川魚やダムで捕れる魚も食べます。苦手な食べ物は

特になくて、衛生的であれば、何でも食べます。

Ｑ．ザンビアで暮らすようになった経緯を教えてください。

Ａ．アフリカの孤児のために、何をしたいかというのが、小さい頃からの夢でした。2004年に礎の石孤児院が新た

にザンビアに孤児院を始めると知った時、いてもたってもいられず、活動に参加しました。

Ｑ．お仕事は何をされていますか。また一日の仕事の内容を教えてください。

Ａ．孤児院を運営しています。孤児たちの世話と事務、畑の手入れなど多種多様です。

Ｑ．休日はどのように過ごしていますか。また、生活をしていて一番困ったことは何ですか。

Ａ．孤児院を運営しているので、特に休日は設定していません。困ったことは車が盗難されてしまい、移動や搬送

にとても苦労しています。
Ｑ．家族構成を教えてください。

Ａ．ザンビア人の夫との間に、２歳と３カ月になる２人の息子がい

ます。

Ｑ．ザンビアと日本の違いを一言で言うと、どんなことでしょう。

Ａ．効率の良さを求めない、２つの事を同時にしないというのは、

とても日本と違うと感じます。

Ｑ．最後に市民の皆さんに一言お願いします。考考考考
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は
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下

結
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宮
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ら
し
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な
り
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い
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の

な
メ
ー

す
る
地

多
く
、

っ
て
住

な
ど
表

で
す
。

の
家
庭

な
ど
は

地
域
に
散
在
し
て
住
ん
で
お

ど
こ
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で

る
の
か
非
常
に
わ
か
り
に
く

で
す
。
そ
の
た
め
に
夫
婦
間

問
題
や
家
庭
の
問
題
が
起
き

場
合
に
支
援
の
手
を
差
し
伸

る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今号もなとり国際交流ニュースレターをお読みいただきありがとうござ

いました。今まで年４回このニュースレターを発行しておりましたが、よ

り早く多くの情報を皆さんにお知らせ出来るよう、今後はホームページに

記事を掲載することになりました。
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皆
さ
ん
は
「
多
文
化
共
生

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
。
多
文
化
共
生

は
外
国
人
も
同
じ
地
域
の
住

と
し
て
互
い
に
認
め
合
い
、

に
地
域
づ
く
り
を
し
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い
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い
う
こ
と
で
す
。
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ラ
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一
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ポ
ジ
ウ

i
n
名
取
」
で
財
団
法
人
宮

県
国
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会
企
画
事
業

長
大
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枝
氏
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「
宮
城
県

文
化
共
生
社
会
と
は
外
国
人

サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
だ
け
を

今までと変わらず、海外での交流体験だけでなく、市内で国際交流や多文化共生に関わっている方の活動や、名

取にお住まいの外国人の方を紹介するなど、私たちの身近な話題も取り上げていきたいと考えていますので、ぜひ

皆様の身近な方たちの情報をお寄せください。名取市の国際交流に関するご要望もお待ちしております。

【情報はこちらへ】

Ｑ．最後に市民の皆さんに一言お願いします。

Ａ．出産のために帰国し、久しぶりに生まれ故郷でゆったりと過ご

しています。ザンビアの孤児たちの事をより多くの方に知っていた

だいて、活動を応援していただけたらと願っています。

遠い異国の地で仕事も家庭も両立している青木さんの更なる発展

とご活躍に期待したいですね。

国際交流協会ともだちin名取主催のイベントでザン

ビアの紹介をする青木さん
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さまざまな環境から来られた皆さんがこれからの多

文化共生について話し合いました

市市市市会長活ジ人女力りデれ
「

岸はた
。

年変ら嫁んてい名びてンはけ人ていす
。

指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

外
国
人
が
元
々
持
っ
て
い
る

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出

来
る
た
め
の
環
境
を
つ
く
り
、

地
域
全
体
が
豊
か
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
多
文

化
共
生
社
会
の
目
指
す
方
向

を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
「
日
本
語
教
室
は
日

本
語
を
勉
強
す
る
場
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
社
会
の
日
本

人
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
入
っ
て
く
る
か
け
が

え
の
な
い
場
で
あ
る
。
日
本

語
教
室
を
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

器
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か

ら
育
っ
て
い
っ
た
人
た
ち
は

地
域
を
支
え
て
く
れ
る
人
材

に
な
り
得
る
」
と
地
域
の
日

本
語
教
室
の
重
要
性
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

平成２３年３月１１日（金）発生した東日本大震災で、被害を受けられました皆さまには心からお見舞い申し上げ

ます。世界歴代４番目となるマグニチュード９．０を観測した地震は多くの生命と財産を奪い、市民生活にも大きな

影響を与えました。このことを知った中学生海外派遣事業で交流をしているカナダ、ジャーニー・ミドルスクールと

昨年の夏に閖上を訪れたモンゴル、新モンゴル学校から応援メッセージをいただきましたのでご紹介いたします。

中学生海外派遣事業の交流先、カナダ、ジャーニー・ミドルスクールの所在地スー

ク市長よりメッセージと寄付金ををいただきました。その一文をご紹介します。
内内内内
でででで
頑頑頑頑
張張張張
るるるる
おおおお
嫁嫁嫁嫁
ささささ
んんんん

第
一
部
で
は
国
際
交
流
協

と
も
だ
ち
i
n
名
取
事
務

の
若
山
陽
子
氏
と
市
内
で

躍
し
て
い
る
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国
、
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日
本

の
配
偶
者
を
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つ
三
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の

性
を
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、
外
国
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が
能
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で
き
る
社
会
づ
く

を
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ー
マ
と
し
た
パ
ネ
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ィ
ス
カ
ッ
シ
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も
行
わ

ま
し
た
。

「
お
正
月
や
お
盆
、
お
彼

な
ん
か
は
最
初
来
た
と
き

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ

。
教
え
て
も
ら
っ
て
も
来

に
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
大

で
し
た
」
と
話
す
昔
な
が

の
し
き
た
り
が
あ
る
家
に

い
だ
中
国
出
身
の
順
子
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は
、
今
で
は
家
族
に
慣
れ

す
っ
か
り
頼
り
に
さ
れ
て

る
そ
う
で
す
。

旦
那
さ
ん
の
転
勤
に
よ
り

取
か
ら
横
浜
に
移
り
、
再

昨
年
の
冬
に
名
取
に
戻
っ

来
た
タ
イ
出
身
の
ア
ー
モ

ラ
ッ
ト
さ
ん
は
、
「
横
浜

都
会
で
、
外
国
人
も
多
い

ど
、
人
間
関
係
は
名
取
の

は
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
し

く
れ
る
」
と
都
会
に
は
な

温
か
み
を
感
じ
た
そ
う
で

。

今
春
に

さ
ん
を
持
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ア
ン

歳
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き
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と
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は
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た

本
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と
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立
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い
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だ
ち
i
n

「
支
え
る

ム
が
必
要

ボ
ラ
ン
テ

だ
け
で
は

は
作
れ
な

切
実
に
話

ク市長よりメッセージと寄付金ををいただきました。その一文をご紹介します。

2011年4月1日

スーク市、ブリティッシュ・コロンビア州の人々と議

会を代表として、名取市の多くの損失に心から哀悼の意

を表します。

2011年3月11日の出来事は日本と名取市双方に破壊的

な影響を及ぼしたと伺いました。

どうぞ私たちの思いと祈りは名取市と同じであること

を覚えていてください。

敬具

講座で学んだ日本語で自分の

思いを話しました

に
小
学
生
に
な
る
お
子

持
つ
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の

ン
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ん
は
「
子
供
が
二

き
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
っ

は
少
し
ポ
ル
ト
ガ
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語

た
け
れ
ど
も
、
今
は
日

か
り
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ

る
と
き
の
た
め
に
教
え

が
い
い
の
か
心
配
で
す

二
つ
の
文
化
を
持
つ
子

育
て
る
難
し
さ
に
つ
い

て
い
ま
し
た
。

か
ら
来
た
人
の
支
援
も

る
皆
さ
ん
は
家
の
こ
と

も
あ
り
、
一
人
で
は
な

十
分
な
支
援
が
出
来
な

で
あ
る
と
話
し
ま
す
。

移
住
者
の
生
活
支
援
も

る
国
際
交
流
協
会
と
も

n
名
取
の
若
山
氏
は
、

る
人
を
支
え
る
シ
ス
テ

要
だ
と
思
い
ま
す
」
と

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人

は
継
続
的
な
支
援
体
制

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

話
し
て
い
ま
し
た
。
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ナ
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。

青
年
海
外
協

て
活
動
を
し
て

C
A
宮
城
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ス

佳
苗
氏
に
よ
る

座
、
現
在
上
水

知
と
い
う
職
種

海
外
ボ
ラ
ン
テ

て
、
ト
ン
ガ
で

下
山
明
弘
氏
の

か
ら
の
メ
ッ
セ

し
て
六
年
前
に

三
十
年
在
住
し

ン
ガ
出
身
の
武

二
さ
ん
の
メ
ッ

紹
介
さ
れ
ま
し

敬具

市長 ジャネット・エバンズ ※なお、寄付金はジャーニー・ミドルスクールの生徒、先生、スタッフ

の皆さんがチャリティー活動をし、集められたお金です。

「閖上の朝日と海はとても美しいので見に行きたい」と昨年の８月１日に新

モンゴル高等学校の校長先生とモンゴルの留学生が名取市を訪問しました。

今回の震災を知って、新モンゴル高等学校の在校生、卒業生、先生やＰＴＡ

などたくさんの皆さんなどから応援メッセージと義援金をいただきました。

お元気ですか。日本のみなさま。モンゴルやせかいの

大勢、日本に心配しております。だからまけないでもっ

スライドを使い、現地の様子をリアルに知る

ことができた「トンガ講座」

ま
た
ト
ン
ガ
か
ら
日
本

嫁
い
で
き
た
永
田
リ
セ
ツ

ウ
氏
、
青
年
海
外
協
力
隊

事
星
英
次
氏
、
そ
し
て
J

C
A
宮
城
デ
ス
ク
の
佐
藤

が
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
協

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

た
。「

堅
苦
し
く
考
え
ず
自

だ
っ
た
ら
こ
う
さ
れ
た
ら

し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
気

に
一
歩
前
に
進
ん
で
活
動

た
い
。
一
方
的
な
支
援
だ

で
は
な
く
、
国
籍
問
わ
ず

れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
い
い

験
や
考
え
方
を
引
き
出
す

と
が
本
当
の
交
流
だ
と
思

ま
す
」
と
今
ま
で
の
経
験

を
交
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

継
続
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ

て
話
し
ま
し
た
。

とととと
名名名名
取取取取
そそそそ
しししし
てててて
海海海海
外外外外

部
は
ま
っ
た
り
と

ン
ガ
の
音
楽
か
ら

た
国
際
協
力
セ
ミ

し
た
。

海
外
協
力
隊
と
し

を
し
て
い
た
J
I

城
デ
ス
ク
の
佐
藤

に
よ
る
ト
ン
ガ
講

在
上
水
道
漏
水
検

う
職
種
で
シ
ニ
ア

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

ン
ガ
で
活
躍
中
の

弘
氏
の
「
ト
ン
ガ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
そ

年
前
に
名
取
市
に

在
住
し
て
い
た
ト

身
の
武
井
ラ
シ
ー

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

れ
ま
し
た
。

新モンゴル高等学校の生徒の皆さんが日本語で書いたメッ

セージは、市役所正面前に展示されています。

お元気ですか。日本のみなさま。モンゴルやせかいの

大勢、日本に心配しております。だからまけないでもっ

とがんばって下さい。私たちの体はとおくはなれていま

すけど、心はいつもみなさんと一緒です。いつも心にか

けてね。

みなさんこんにちは。何がおこってもみんなであき

らめないで一緒に頑張りましょう。

きちょうなものではなく、こころからこれをみなさ

まへおくっています。

一緒にがんばりましょう。

今日悲しくても、明日幸せがきます。

何でもあっても負けないでください。モンゴル人の

人々がいつもいっしょにいるから。

日本を明らかな将来がまっている。

※メッセージの一部をご紹介します。新モンゴ

ル高等学校の生徒の皆さんが勉強している日本

語で、一生懸命書いた文章をそのまま掲載して

おりますのでご了承ください。

ら
日
本
に

リ
セ
ツ
ポ

協
力
隊
理

し
て
J
I

の
佐
藤
氏

国
際
協
力

ル
デ
ィ
ス

わ
れ
ま
し

え
ず
自
分

れ
た
ら
嬉

ら
、
気
楽

で
活
動
し

支
援
だ
け

問
わ
ず
そ

る
い
い
経

き
出
す
こ

だ
と
思
い

の
経
験
談

テ
ィ
ア
が

ト
に
つ
い

きちょうなものではなく、こころからこれをみなさ

まへおくっています。

一緒にがんばりましょう。

ル高等学校の生徒の皆さんが勉強している日本

語で、一生懸命書いた文章をそのまま掲載して

おりますのでご了承ください。


